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米国特許情報 

どのような場合にコンピュータの機能性（"computer-functionality"）が 

特許適格性を有する発明主題であると認定されるかが示された最近の CAFC判例 
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１．はじめに 

Alice 事件後、Enfish 事件において、コンピュータ関連技術に対する改良が、ソフトウェアで

あろうとハードウェアであろうと関係なく、それ自体で且つ独りでに、抽象的概念に係るもので

はないという考えが支持されました。これに対し、一般的なコンピュータ技術を使用して手順を

実行しているだけであり、それゆえ、係争クレームに特許性を付与するものではないことが、

TLI事件において再確認されています。 

 

その後、CAFC は、McRO事件において、組み合わされた複数の具体的な規則の順序が、コン

ピュータの使用とは対照的に、既存のプロセスの改良をもたらすと共に、係争クレームがプロセ

ス（3次元アニメキャラクタの唇の同期化を自動化するプロセス）を行う全ての規則の使用を先

取する（"preempt"）ものではないくらい十分に具体的である場合、"first step"下で特許適格性の

要件を充足する旨、判示しました。 

 

CAFCは、更に、上記の BASCOM事件において、係争クレームの構成要素がそれぞれ新規なも

のではない場合であっても、それら構成要素の組み合わせが、司法上の例外よりも"significantly 

more"である旨、判示しました。 

 

このような流れの中、Ancora事件（Ancora Technologies, Inc. v. HTC America, Inc. (Fed. Cir. 

2018)）において、非抽象的なコンピュータの機能性（"computer-functionality"）が争点となり

ました。この事件について、以下に詳細に説明します。 
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